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小惑星探査ローバ「ミネルバ」

　小惑星探査機「はやぶさ」には、タイセーのパッチアンテナ

が搭載されていました。はやぶさ本体底面に設置されたアン

テナは、小惑星探査ローバ「ミネルバ」との通信に使用されま

した。

「ミネルバ」は打ち上げ後2年を経て、2005年11月12日に

「はやぶさ」から分離されました。分離時に「はやぶさ」が上昇

中であったため、イトカワに着陸することはできなかったとの

事ですが、分離後の状態は良好で、「はやぶさ」の太陽電

池パネルを撮影した他、通信可能限界距離を越え通信が途

絶するまで18時間に渡ってデータを送信し続けたそうです。

　「はやぶさ」は、2003年5月9日に宇宙科学研究所（ISAS）が

打ち上げた小惑星探査機です。①アース・スイングバイの実

証、②自律航法と自律動作の実証、③イオンエンジンの実

証、④サンプル・リターンを目的として旅立った「はやぶさ」は、

2010年6月13日にサンプル容器を切り離し、その任務を終え

ました。幾度もの苦難を乗り越えて成功に至ったミッションは、

私たちに『あきらめない心』を改めて教えてくれました。

　「はやぶさ」の帰還カプセルは、全国各地で巡回展示され

ました。私どもの所在する埼玉県秩父にも、小鹿野町で2011

年5月14日～17日に展示公開されました。リアルに焼け焦げ

た背面ヒートシールドを目の当たりにした時は、7年にも及ぶ

宇宙の旅をしてきたのかと、言葉に表せない感動を覚えまし

た。帰還カプセル展示と併せて、「西秩父工業展・物産展」も

同時開催され、当社も地元企業として参加しました。

その時は当社のアンテナが「はやぶさ」に搭載されていたと

は知らず、今思えば会社PRの機会を逃した感が有ります。

ただ、埼玉県では2カ所しか巡回展示は行われませんでした

が、地元小鹿野町が選ばれたのも何かの縁かと、感慨深い

ものが有ります。

　腕時計部品を軸とした、精密部品加工技術で創業した当

社は、エレクトロニクスの分野にも事業を広げ、メカトロニクス

の技術を築き上げてきました。

この技術の融合により、通信機器や検査機器などの部品・モ

ジュール・センサなどの開発・製造・販売を行い、「高周波」

の分野でも「タイセー」の名を広めてきました。

「アンテナ」の分野ではシミュレーションを用いた設計、電波

暗室内での測定評価が可能で、ニーズに見合った技術導入

を進めて参りました。

自動車・鉄道・船舶・宇宙航空等の分野で広く採用されてお

り、日常的には人目につかないところに設置されているのが

ほとんどです。

タイセーの「アンテナ」

http://www.mkt-taisei.co.jp/

hayabusa_ant-04

上 「はやぶさ」底面の写真は、JAXA相模原キャンパスに展示されている
実物大模型です。




